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　8 的　浪服向隊iお杉服引豪農柱μ大々く痍]奈T ね。私戦・り寸'f X' . デザうンあ･よy'着装

り紅和こふ'> 象服向辣t,支え､みことかま、未々ｶ＼-、ヰ･珊% z゛ぼウェニスト^屈厦/こぺ゛･レf tし

めゐこいこふク衣服向陣-^t.支化さt靴時り衣服馴呆鼻柱■£ . すーマi・マネキンめ私面ヵヽ

う斂し散される凛た炉衣服^まヴT. 皇吟/こ放散さ咎み泰Zり旅社達凍構μ=ク碕討した.

　方匯　難験i恥輦撞｡zぷJX /'ン, 他鳶ボ外で行、t~. ぷソヱズ尹･i／ゐヽふざ柿りデラウス.

7 ンじ゜－スi.すーマJレマキキ刈こ鳶困? . それそネリェストμヤIレト巍哨した時、孝着

明時りサーマ･レマネキx表面、衣服ik面あ｀よぴ゛衣服ゑ敬をサーモデヲフ4 r渫像し戈。こ

り旅s、像アーク^用いマ救散良量い万一マ･レマ港－キンと衣服－池尻｀よひ冰服表面と宝温と

"> を参遠寺、衣陥參－き奪£算μレお、／

　柘豪　自瓜対充り升^ 喝合ゆ一衣服-もiこ{-■'レーア仕-^あ^ガクェダ

ワアじ゜－スIf々1レト教飛哨時り方-/b＼'々･i／ト着用時ふ') 禅蓋楳ぼ大^い。しヵヽレドレープ

棺･･う豪')尺々< 脊い稗・･アフウスあ｀ふ1/ワーじ゜' ス(りJ^々Iレト鳶fflりk泰|り=々俣蓬在

り鼻唄　末リノエーステ＼＼／j-<)もか? vv. 秘服肉陣心|ヽさい々^^ト着用時り衣卿表面ヵヽc, -^就

欽放・･^々＼^＼- ^i 同時より占大? < .　pn、サー・･レマネ喫グと聡服鳶面･ｸ剪西進奪

象限<? 良禽箆李もA' ヽ・ト鳥旧時今方が大れヽ桟句が々b ■I'--サーマ|レベ年キ^'泉南と衣服裏

R V:･ｸ無休ま庫ぽ衣服向蹄かりjヽぎいぽど大老くなるよ卸こ恥わi/t ゐ.
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　下衣(ス■nート形他）の隻叔着効果に闇するm%
日本-irX家政　o大野栽福田明｝　青葉学園短文
Km市大生活科学　　三平禾口以

石井照｝

目的　女性の下衣の弟輩において|ま、通常下着としてスリッアi)ヽぺ于コートを着用しTzl二

にスカートを會ヽ政ている。しかヽし、鈍外回の例では、スil-トの下に何救か-E 重ね着し乙

いる場合も･みられる。本研呪ばこの會ね着の効果が保温性にﾋ･･のような影響-i あuえ。被

服新‘£x:合理性があるのめ、まh、亨ね着効果の本質l呪明す＆l二に潅用な資料が傅ら収

io^?^l、すーマしマ%キンによる着用実験訓^い検討した。

割裁サ- マ･レマ卑キンIt.ヒーター旭SL方式7･レミ製-^引本型のもので、マネキンへ

の供給熱量は血管調節減撲座下T"の放熱量として従来尺阪市灯ii}ヽの例に^似の値、ll積

肺･曹平均44.0W/≫n゛とし↑こ.曹ね弟用下衣羞衣|;[、両足i振覆-^る形状のもので≒市販のペ

ラ･コづヽfc.マ%キンに直合ヽ作或した^ミ^ A トスカートて･■ある。重ね着の政教変化lま、・ヽぐ

チコーI- のみ9 救重収fこ場合、ぺ啄コートをI ～S゛叙－ねTこJ二に々似それスカートを重ね

U場合tこついt. 特に下衣被覆斟位s部位（腹｡疼. 大腿）の局所別靫祇夜と、各重ね着

7萱､jjy服内なlrつぃて景度した。まre . 揮境気温|ま. 3,°C, Z∂°C, lO・Cに^化r也

結果　・N'予コートのような簿い布地の場合、－ね政教が増えるに従って熱絶縁効果（ぴ・）は、

II ir直線的に増加し保温啓の向よ=がみら収た。ぺ予コート+又ｶｰhi;よる重ね着効果の7・ﾛﾌ^,し

も同様に救数増加ヒ共に各^所割拠漸効果（4R）は増大。大腿〉吽〉腹となっTz 、気温差

による雀ね着の効果は、io> 2．〉30・cの喉ヒな). 気－に安配cr ヽμることがわ砂っfこ。こ

れより､弊時・重ね着効果は男時より重喬で･、より尺きな効果をもつ::.t が示瞳5"れ託.


